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傾
向
に
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
の
収
束
傾
向
を
考
え
る
う
え
で
、
国
際
社
会＊

＊

の

関
与
は
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
後
、
国
際
社
会
は
紛
争
解

決
に
向
け
た
関
与
を
強
め
た
。
当
初
は
ソ
マ
リ
ア
や
ル
ワ
ン
ダ
の

よ
う
な
失
敗
も
あ
っ
た
が＊

＊

、
結
果
と
し
て
国
際
社
会
の
介
入
が
奏

功
し
た
事
例
も
多
い
。
今
日
、
紛
争
に
対
す
る
国
際
社
会
の
関
与

は
、
人
道
支
援
や
停
戦
監
視
に
留
ま
ら
ず
、
和
平
協
定
の
仲
介
、
武

装
解
除
・
動
員
解
除
・
再
統
合
（disarm

am
ent, dem

obilization, 
reintegration: D

D
R

）、
制
度
構
築
、
さ
ら
に
は
国
民
和
解
の
支
援

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
紛
争
が
勃
発
す
る
と
、
そ
の
収
拾
と
平
時
へ

の
移
行
を
目
指
し
て
、
国
際
社
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
与
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
近
年
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
の
収
拾
を

促
し
、
そ
の
再
発
を
未
然
に
防
止
す
る
効
果
を
有
し
て
い
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
は
基
本
的
に
評
価
で
き
る
も
の
だ
が
、
ア
フ
リ
カ

の
紛
争
問
題
の
解
決
に
そ
れ
ほ
ど
楽
観
的
な
見
通
し
が
た
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
紛
争
の
激
発
こ
そ
抑
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
ア

フ
リ
カ
各
国
の
経
験
を
子
細
に
み
る
と
、
紛
争
再
発
の
恐
れ
が
払
拭

さ
れ
、
順
調
に
国
民
和
解
の
歩
み
を
進
め
て
い
る
と
は
、
な
か
な
か

言
い
切
れ
な
い
。
多
く
の
国
々
は
、
戦
争
状
態
こ
そ
回
避
し
て
い
る

も
の
の
、
平
和
が
確
立
し
た
と
も
み
な
し
が
た
い
、
不
安
定
な
状
況

に
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
向
け
た
国
際
社
会
の

関
与
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
以

下
、
Ⅱ
で
近
年
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
の
性
格
を
検
討
し
た
う

え
で
、
Ⅲ
で
紛
争
解
決
の
た
め
に
国
際
社
会
が
ど
の
よ
う
な
関
与
を

実
践
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
Ⅳ
に
お
い

て
そ
の
意
義
と
課
題
を
考
察
す
る
。

Ⅱ　

紛
争
の
性
格

紛
争
解
決
、
平
和
構
築
に
つ
い
て
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
経
験
し
た
紛
争
と
そ
の
終
わ

り
方
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
１
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降

に
武
力
紛
争
を
経
験
し
た
国
々
を
あ
げ
た
。
武
力
紛
争
の
定
義
に
は

諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ウ
プ
サ
ラ
大
学
と
オ
ス
ロ
国
際
平
和
研

究
所
の
共
同
研
究
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（U

ppusala U
niversity 

2008　

以
下
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｐ
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と
称
す
る
）
に
依
拠
し
、

一
九
九
〇
年
～
二
〇
〇
七
年
に
記
録
さ
れ
た
紛
争
を
表
１
に
掲
げ

た
。
表
１
で
は
、
そ
の
一
八
年
間
に
紛
争
強
度
が
「
強
」
の
年
が

あ
っ
た
場
合
、
下
線
を
付
し
た＊

＊

。
一
五
ヵ
国
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

二
〇
〇
七
年
の
段
階
で
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、ア
ン
ゴ
ラ（
カ

ビ
ン
ダ
）、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
東
部
）、
ウ
ガ
ン
ダ
、
エ
チ
オ
ピ

ア
（
オ
ロ
ミ
ア
お
よ
び
オ
ガ
デ
ン
地
方
）、ス
ー
ダ
ン
（
ダ
ル
フ
ー
ル
）、

ソ
マ
リ
ア
、
チ
ャ
ド
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
マ
リ
で
あ
る
が
、
紛
争
強
度

Ⅰ　

紛
争
か
ら
紛
争
後
へ
？

一
九
九
八
年
、
国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長
は
、
安
全
保
障
理
事
会

に
対
し
て
ア
フ
リ
カ＊

＊

の
武
力
紛
争
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た

（U
nited N

ations 1998

）。
特
定
地
域
の
紛
争
に
関
す
る
国
連
事
務

総
長
報
告
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
史
上
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
ア
フ
リ
カ
で
い
か
に
深
刻
な
紛
争
が
多

発
し
た
か
の
証
左
と
い
え
る
。
僅
か
一
〇
〇
日
足
ら
ず
の
う
ち
に
、

少
な
く
と
も
五
〇
万
人
が
虐
殺
さ
れ
た
ル
ワ
ン
ダ
、
国
民
の
一
割
近

く
が
殺
さ
れ
、
残
る
ほ
と
ん
ど
も
国
内
避
難
民
や
難
民
と
な
っ
た
リ

 
特
集
―

２ 

ア
フ
リ
カ
を
み
る
世
界
の
目

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
向
け
て

―
―
国
際
社
会
の
関
与
と
ア
ポ
リ
ア

武
内
進
一

ベ
リ
ア
な
ど
、
こ
の
時
期
に
深
刻
な
紛
争
を
経
験
し
た
ア
フ
リ
カ
諸

国
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
は
総
じ

て
収
束
へ
と
向
か
っ
た
。
ソ
マ
リ
ア
や
ス
ー
ダ
ン
の
ダ
ル
フ
ー
ル
の

よ
う
に
紛
争
が
継
続
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
多
く
の
国
で
は
紆

余
曲
折
を
経
つ
つ
も
、
紛
争
は
鎮
静
化
に
向
か
っ
た
。
リ
ベ
リ
ア
、

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
な
ど
で
は
、
内
戦
当
事
者
間

で
和
平
協
定
が
締
結
さ
れ
、
移
行
期
政
権
が
樹
立
さ
れ
、
選
挙
が
実

施
さ
れ
て
本
格
政
権
が
誕
生
し
た
。
紛
争
か
ら
平
時
へ
の
移
行
が
完

了
し
た
わ
け
で
あ
る
。
近
年
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
を
題
材
に
し
た
映

画
が
相
次
い
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て＊

＊

、
紛
争
の
悲
惨
さ
に
つ

い
て
は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
多
く
が
最
近
収
束



150151 アフリカの紛争解決に向けて 

Ⅲ　

国
際
社
会
の
関
与

次
に
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
向
け
た
国
際
社
会
の
関
与
の
内

容
を
具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。
勃
発
か
ら
激
化
、
沈
静
か
ら
そ
の
後

始
末
ま
で
、
紛
争
の
様
相
は
局
面
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
れ
に
応
じ

て
政
策
的
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
紛
争
が
起
こ
っ
た

あ
と
に
実
施
さ
れ
る
諸
施
策
と
そ
こ
で
の
国
際
社
会
の
役
割
を
整
理

し
て
捉
え
る
た
め
に
、
関
与
を
四
つ
の
局
面
に
分
け
て
考
え
る
。
す

な
わ
ち
、（
１
）
戦
闘
の
停
止
と
和
平
に
向
け
た
合
意
形
成
、（
２
）

治
安
の
安
定
、（
３
）
正
当
な
国
家
権
力
の
確
立
、（
４
）
分
裂
し
た

社
会
の
修
復
、
の
四
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
局
面
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
相
互
に
関
連
し
、
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ら
を
截
然
と
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
以
下
に
述

べ
る
政
策
的
対
応
も
、
特
定
の
局
面
だ
け
を
対
象
に
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
ま
た
、
あ
る
程
度
時
系
列
的
な
関
係
性
は
あ
る
も
の
の
、
必

ず
し
も
一
か
ら
四
の
順
に
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
点
を

念
頭
に
お
い
た
う
え
で
、
紛
争
の
諸
局
面
に
お
け
る
政
策
的
対
応
と

国
際
社
会
の
役
割
を
整
理
し
よ
う
。

１　

停
戦
協
定
・
和
平
交
渉

国
際
社
会
に
よ
る
平
和
的
解
決
に
向
け
た
圧
力
や
、
停
戦
・
和
平

の
た
め
の
仲
介
は
、
紛
争
勃
発
と
と
も
に
始
ま
る
。
表
２
で
み
た
よ

う
に
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ
で
は
和
平
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
終
結
す

る
紛
争
が
比
較
的
多
い
。表
１
と
比
べ
て
み
る
と
、深
刻
な
内
戦
（
紛

争
強
度
「
強
」
を
含
む
紛
争
）
の
多
く
が
、
交
渉
に
よ
っ
て
終
結
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
ン
ゴ
ラ
や
ル
ワ
ン
ダ
の
よ
う
に
、
い
っ

た
ん
締
結
さ
れ
た
和
平
協
定
が
破
棄
さ
れ
内
戦
に
戻
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
リ
ベ
リ
ア
や
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
よ
う
に
和
平
交
渉
の
後
に

協
定
が
遵
守
さ
れ
て
移
行
期
を
完
了
し
た
国
も
多
い
。

和
平
交
渉
の
仲
介
に
関
わ
る
主
体
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
国
連
や

ア
フ
リ
カ
連
合
の
よ
う
な
国
際
機
関
、
ま
た
周
辺
国
や
先
進
国
に
よ

る
仲
介
活
動
は
よ
く
み
ら
れ
る
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
仲
介
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
場
合
も
あ
る
。
近
年
の
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
よ
う
。

ル
ワ
ン
ダ
内
戦
で
は
、一
九
九
〇
年
の
勃
発
直
後
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
が
和
平
へ
の
仲
介
を
行
っ
た
。隣
国
ザ
イ
ー
ル（
現
コ
ン
ゴ
民

主
共
和
国
）の
モ
ブ
ツ（M

obutu Sese Seko

）大
統
領
は
当
初
仲
介

に
積
極
的
だ
っ
た
が
、交
渉
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
国
連

や
Ｏ
Ａ
Ｕ（
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
。
現
ア
フ
リ
カ
連
合
：
Ａ
Ｕ
）に
加
え

て
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
先
進
国
が
仲
介
に
加
わ
り
、一
九
九
三

年
に
和
平
協
定（
ア
ル
ー
シ
ャ
和
平
協
定
）が
締
結
さ
れ
た＊

＊

。

が
「
強
」
と
評
価
さ
れ
た
の
は
ソ
マ
リ
ア
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
数
年

の
間
に
激
し
い
戦
闘
が
あ
っ
た
の
は
、
無
政
府
状
態
が
続
く
ソ
マ
リ

ア
の
他
に
は
ス
ー
ダ
ン
の
ダ
ル
フ
ー
ル
と
チ
ャ
ド
く
ら
い
で
あ
り
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
紛
争
強
度
は
総
じ
て
低
下
傾
向
に
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
要
因
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
詳
細
に
検
討
す
る

紙
幅
が
な
い
が
、
そ
れ
が
国
家
統
治
を
め
ぐ
る
問
題
に
起
因
す
る
こ

と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
（
武
内 2009

）。
表
１
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
こ
の
間
の
紛
争
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
戦
争
を
除

い
て
、
す
べ
て
国
内
紛
争
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、
国
家
権
力
の

行
使
や
国
家
統
治
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
国
内
紛
争
が
勃
発
す
る
例

が
多
い
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
悪
さ
に
示
さ
れ
る
国
家
の
脆
弱
性
が
、
紛

争
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
近
年
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争

強
度
が
低
下
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
改

善
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
国
際
社
会
の
介
入
に
よ
っ

て
暴
力
の
激
発
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
紛
争
強
度
の
低
下
に

結
び
つ
い
て
い
る
。

表
２
に
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
が
ど
の
よ
う
な
形
で

終
わ
る
か
を
示
し
た
。
そ
こ
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
主
要
な

紛
争
を
、終
わ
り
方
に
応
じ
て
三
つ
に
分
類
し
て
い
る＊

＊

。
こ
こ
か
ら
、

武
力
よ
り
も
交
渉
で
決
着
す
る
紛
争
が
多
い
こ
と
、
多
く
の
紛
争
に

対
し
て
国
連
平
和
維
持
軍
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

アンゴラ、ウガンダ、エチオピア（国内紛争、対エリトリア戦争）、エリトリア（国内紛争、対エチ
オピア戦争）、カメルーン、ギニア、ギニアビサウ、コートディヴォワール、コモロ、コンゴ共和国、
コンゴ民主共和国、シエラレオネ、ジブチ、スーダン（南部、ダルフール）、セネガル、ソマリア、チャド、
中央アフリカ、ナイジェリア、ニジェール、ブルンディ、マリ、モザンビーク、リベリア、ルワンダ、
レソト

表 1　1990 年代以降のアフリカにおける紛争経験国

（出所）Uppusala University 2008 から筆者作成。
（注）1990～2007 年の間に紛争強度が「強」の年を含むものに下線を付した。

モザンビーク、シエラレオネ、リベリア（1989～95 年）、リベリア（2000～03 年）、
中央アフリカ（1996～98 年）、スーダン（南部）、エチオピア・エリトリア戦争、
コンゴ民主共和国（1998～2001 年）、ブルンディ、コートディヴォワール

交渉によって終
結した紛争（10）

中央アフリカ（2006 年～）、チャド（2005 年～）、スーダン（ダルフール）、ソマリ
ア、ウガンダ（対 LRA）

継続中の紛争
（5）

アンゴラ、ギニアビサウ、チャド（1990 年）、中央アフリカ（2002～03 年）、エチ
オピア、コンゴ共和国、コンゴ民主共和国（1996～97 年）、ルワンダ

武力によって終
結した紛争（8）

表 2　近年のアフリカにおける紛争終結のパターン

（出所）筆者作成。
（注 1） 下線は、関連して国連 PKO が派遣された事例。
（注 2） 本表に示す紛争事例は、表 1 の事例と必ずしも一致しない。
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戦
合
意
や
和
平
協
定
が
結
ば
れ
て
も
実
効
性
が
乏
し
く
、
合
意
は
き

わ
め
て
脆
弱
な
も
の
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
十
分
な
軍
事
力
を
備
え

た
部
隊
が
展
開
し
、
政
治
秩
序
を
担
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
近

年
ア
フ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
る
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
し
ば
し
ば
国
連
憲
章

第
七
章
に
も
と
づ
い
て
派
遣
さ
れ
、
必
要
な
場
合
に
は
武
力
行
使
が

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
治
安
の
確
立
に
対
す
る
切
実

な
要
請
が
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
国
際
社
会
に
反
省
を
強
い
、
そ
の
後
の
対
応

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、ル
ワ
ン
ダ
で
の
経
験
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
に
内
戦
が
勃
発
し
た
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
一
九
九
三
年
に

和
平
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
連
平
和
維
持
部
隊
（
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
）
が
展
開
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
和
平
協
定
に
ル
ワ
ン
ダ

国
内
の
急
進
派
が
反
発
し
、
履
行
を
妨
害
す
る
た
め
に
エ
ス
ニ
ッ
ク

な
扇
動
を
強
め
た
。
急
進
派
は
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
が
反
政
府
ゲ
リ
ラ

寄
り
だ
と
非
難
し
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
攻

撃
し
た
。
一
九
九
四
年
四
月
、
大
統
領
暗
殺
を
契
機
に
虐
殺
が
開
始

さ
れ
た
直
後
、
首
相
を
護
衛
し
て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
の
ベ
ル
ギ
ー

部
隊
が
急
進
派
に
襲
撃
さ
れ
、
一
〇
名
が
惨
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
起
こ
る
。
こ
の
事
件
を
受
け
て
ベ
ル
ギ
ー
は
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
撤
退

を
決
め
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
の
人
員
は
大

幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
国
際
社
会
は
ル
ワ
ン
ダ
の
虐
殺
を

傍
観
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
国
連
憲
章
第
六
章
下
に
設
置
さ

れ
、
急
進
派
の
暴
力
に
対
応
す
る
た
め
の
マ
ン
デ
ー
ト
（
任
務
）
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
失
敗
は
深
刻
な
反
省
を
強
い
、
そ
の
後
は
「
ブ
ラ
ヒ
ミ
・

レ
ポ
ー
ト
」（U

nited N
ations 2000

）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国

連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
派
遣
す
る
際
に
は
十
分
な
人
員
や
マ
ン
デ
ー
ト
を
与
え

る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
強
く
な
っ
た
。

実
際
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
規
模
は
総
じ
て
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
ア
フ

リ
カ
に
対
し
て
派
遣
さ
れ
た
一
万
人
を
超
え
る
大
規
模
な
国
連
Ｐ
Ｋ

Ｏ
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ⅱ
（
ソ
マ
リ
ア
）
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
（
シ
エ
ラ
レ

オ
ネ
）、
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
（
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
）、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
（
リ

ベ
リ
ア
）、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
ス
ー
ダ
ン
南
部
）、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
（
ス
ー

ダ
ン
・
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方
）
の
五
つ
が
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
和

平
プ
ロ
セ
ス
が
危
機
に
瀕
し
た
と
き
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
よ
り
機

動
性
の
高
い
部
隊
が
投
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
の
移
行
過
程
で
政
治
情
勢
が
不
安
定
化
し
た
際
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
多
国
籍
軍
（
Ｅ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
を
派
遣
し
た
し
、

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
政
情
が
悪
化
し
た
と
き
に
は
イ
ギ
リ
ス
が
単
独
で

派
兵
し
た＊＊

＊

。

３　

正
当
な
国
家
権
力
の
確
立

紛
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
紛
争
の
原
因
が
是
正
さ
れ
な

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
一
九
九
八
年
に
勃
発
し
た
内
戦
は
、
多
数

の
周
辺
国
の
参
戦
に
よ
っ
て
国
際
化
し
た
が
、
隣
国
ザ
ン
ビ
ア
の

チ
ル
バ
（Frederic Chilba

）
大
統
領
が
仲
介
の
労
を
執
り
、
翌
年

に
主
要
介
入
国
と
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
政
府
、
そ
し
て
主
要
反
政
府

武
装
勢
力
の
間
で
停
戦
協
定
（
ル
サ
カ
協
定
）
が
結
ば
れ
た
。
そ
の

後
、コ
ン
ゴ
国
内
諸
勢
力
間
の
交
渉
を
国
連
の
ニ
ア
ス
（M

oustapha 
N

iasse

）
特
使
と
南
ア
フ
リ
カ
の
ム
ベ
キ
（T

habo M
beki

）
大
統

領
が
中
心
に
な
っ
て
ま
と
め
上
げ
、和
平
協
定
（
プ
レ
ト
リ
ア
合
意
）

が
締
結
さ
れ
た＊

＊

。

二
〇
〇
二
年
に
勃
発
し
た
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
内
戦
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
停
戦
・
和
平
合
意
形
成
に
主
導
的
役
割
を

果
た
し
（
佐
藤 2008

）、
独
立
直
後
か
ら
続
い
て
き
た
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
内
戦
に
終
止
符
を
打
っ
た
ロ
ー
マ
総
合
和
平
協
定
（
一
九
九
二

年
）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
会
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ン
テ
デ
ィ
ヂ
オ

（Saint ’ Edigio

）
と
イ
タ
リ
ア
政
府
の
仲
介
で
結
ば
れ
た
。

停
戦
合
意
や
和
平
協
定
が
結
ば
れ
た
ら
、
そ
の
履
行
を
監
視
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
も
、
国
際
社
会
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
合
意
の
履
行
監
視
は
中
立
的
な
第
三
者
が
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
し
、
合
意
形
成
に
国
際
社
会
が
深
く
関
与
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
が

履
行
を
監
視
す
る
の
は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。
停
戦
合
意
を
主
要
任

務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
第
一
世
代
の
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
こ
う
し
た
観

点
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ア
フ
リ
カ
の
場
合
、
こ

の
段
階
で
の
国
際
社
会
の
関
与
が
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
治
安
確
立
と
関

連
し
て
要
請
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

２　

治
安
の
確
立

治
安
の
確
立
は
、
平
和
構
築
の
基
礎
で
あ
る
。
治
安
が
不
安
定
で

は
、
和
平
協
定
の
履
行
は
進
ま
な
い
。
和
平
に
向
け
た
合
意
形
成
へ

の
関
与
と
並
行
し
て
、
治
安
確
立
に
対
す
る
国
際
社
会
の
役
割
も
拡

大
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
性
格
変
化
と
も
関
係

す
る
。
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
武
装
勢
力
間
の
停
戦
合
意
が
成
立
し
た

あ
と
で
な
け
れ
ば
展
開
で
き
な
い
。
従
来
の
考
え
方
は
、
治
安
の

問
題
に
解
決
の
目
処
が
た
っ
た
あ
と
に
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
展
開
し
、

合
意
さ
れ
た
停
戦
協
定
を
監
視
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事

実
、
国
際
社
会
が
武
装
勢
力
を
鎮
圧
す
る
「
平
和
執
行
」（peace 

enforcem
ent

）
の
構
想
は
、
ソ
マ
リ
ア
で
破
綻
し
て
い
る＊

＊

。
と
は

い
え
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
軍
事
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
軍
事
力
を
も
っ

た
部
隊
の
展
開
は
そ
れ
自
身
紛
争
の
抑
止
力
に
な
る
し
、
実
際
に
紛

争
が
再
燃
し
か
け
た
と
き
に
対
応
で
き
る
。
こ
の
機
能
は
、
今
日
の

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
重
要
度
を
増
し
て
い
る
。

近
年
の
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
は
、
多
く
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
国
家
破

綻
と
し
て
起
こ
っ
て
い
る
。
国
家
機
能
が
低
下
し
、
治
安
が
全
般
的

に
悪
化
す
る
な
か
で
紛
争
が
勃
発
し
、
国
内
を
複
数
の
武
装
勢
力
が

割
拠
す
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
（Zartm

an 1995

）。
こ
う
し
た
事

態
に
な
る
と
、
政
治
秩
序
を
維
持
す
る
担
い
手
が
い
な
い
た
め
、
停
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評
価
は
、
当
然
な
が
ら
、
そ
の
後
の
支
援
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。

４　

分
裂
し
た
社
会
の
修
復

紛
争
が
社
会
を
深
く
傷
つ
け
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
修
復
に
向
け
た
政
策
的
対
応
を
実
施
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア

は
、
従
来
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
な
か
っ
た
。
近
年
、
紛
争
、
と
く

に
国
内
紛
争
を
経
験
し
た
国
々
で
国
民
和
解
に
向
け
た
政
策
的
対

応
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
方
が
強
ま
っ
て
い
る
。
移
行
期
正
義

（transitional justice

）
は
、
そ
の
た
め
の
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る＊＊

＊

。

移
行
期
正
義
と
は
、
大
規
模
な
人
権
侵
害
を
被
っ
た
社
会
が
、
説

明
責
任
を
果
た
し
、
正
義
を
確
立
し
、
和
解
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
過
去
の
傷
に
対
処
す
る
試
み
を
包
括
的
に
意
味
す

る
（U

nited N
ations 2004: para.8

）。
そ
の
先
駆
的
な
事
例
と
し

て
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
民
主
化
過
程
で
軍
政
期
の
人
権
侵
害

と
向
き
合
っ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
や
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
廃
絶

後
に
真
実
和
解
委
員
会
（T
ruth and Reconciliation Com

m
ittee: 

T
RC

）
を
通
じ
て
過
去
の
克
服
に
取
り
組
ん
だ
南
ア
フ
リ
カ
の
経
験

な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
国
際
社
会
の
関

与
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
の
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
紛
争
処
理
過
程
で
は
、
そ
の
多
く
に
移
行
期
正
義
が
取
り
入

れ
ら
れ
、
そ
こ
に
国
際
社
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
与
し
て
い
る
。

国
際
社
会
の
主
導
性
が
最
も
顕
著
な
の
は
、
国
際
的
な
刑
事
裁

判
所
で
あ
る
。
ル
ワ
ン
ダ
と
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
に
関
し
て
は
、
内
戦

時
に
お
け
る
国
際
人
道
法
上
の
犯
罪
（
戦
争
犯
罪
、
人
道
に
反
す
る

罪
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
）
を
訴
追
す
る
た
め
の
裁
判
所
が
国
際
社
会

の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
で
設
置
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
一
九
九
四
年
に
設

置
さ
れ
た
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
（International Crim

inal 
T

ribunal for Rw
anda: ICT

R

）
が
国
連
安
全
保
障
理
事
会
（
安
保

理
）
決
議
に
よ
る
完
全
な
国
際
機
関
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
〇
〇
〇

年
に
設
置
さ
れ
た
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
特
別
裁
判
所
（Special Court 

for Sierra Leone: SCSL

）
は
国
連
と
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
政
府
の
協
議

に
よ
る
混
合
法
廷
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
社
会
の

関
与
の
度
合
い
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
活
動
目
的
の
ひ

と
つ
と
し
て
国
民
和
解
へ
の
貢
献
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る＊＊

＊

。
国
民
和
解

は
こ
れ
ら
国
際
的
な
刑
事
裁
判
所
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
目
的
で
は

な
い
が
、
平
和
の
維
持
や
法
の
支
配
と
並
ん
で
そ
れ
が
言
及
さ
れ
る

こ
と
自
体
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
裁
判
所
の
行
動
は
、
国
際
社

会
に
よ
る
「
司
法
介
入
」（Scheffer 1996

）
と
捉
え
ら
れ
る
が
、「
司

法
介
入
」
に
際
し
て
も
対
象
国
に
お
け
る
社
会
の
修
復
に
留
意
す
べ

き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る＊＊

＊

。

ま
た
、
近
年
紛
争
後
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
真
実
和
解
委
員
会

の
設
置
が
和
平
協
定
に
盛
り
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
ブ
ル
ン
デ
ィ
な
ど
が
そ
の

例
だ
が
、
こ
う
し
た
国
々
の
和
平
協
定
に
は
国
際
社
会
が
深
く
関
与

し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
真
実
和
解
委
員
会
の
設
置
に
は
、
国
際
社

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
の
ほ
と
ん
ど
は
国
内
紛
争
で

あ
る
か
ら
、
国
内
紛
争
を
引
き
起
こ
し
た
統
治
の
あ
り
方
を
改
め
、

正
当
な
国
家
権
力
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
日
、
そ
の
た
め
の

施
策
に
国
際
社
会
が
深
く
関
与
し
て
い
る
。

上
述
し
た
論
点
と
も
関
連
す
る
が
、
正
当
な
国
家
権
力
の
確
立
を

目
指
す
と
き
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
治
安
部
門
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、
治
安
部
門
改
革
（Security Sector Reform

: SSR

）
は

紛
争
後
の
核
心
的
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
議

論
は
近
年
変
化
を
遂
げ
て
お
り
、
軍
、
警
察
、
司
法
部
門
と
い
っ
た

「
暴
力
」
に
関
わ
る
国
家
機
構
の
能
力
や
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
が
国
民
か
ら
み
て
正
当
な
も
の
と
認
識
さ
れ
る
よ

う
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
改
革
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（O
ECD

 2005

）。
現
在
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
、
国
際
社
会
の
助

力
を
得
な
が
ら
Ｓ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
深
く
関
わ
り
（
そ
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
）、
ま
た
国
際
社
会
の
役
割
が
大
き
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
Ｄ

Ｄ
Ｒ
（
武
装
解
除
・
動
員
解
除
・
再
統
合
）
が
あ
る
。
内
戦
を
戦
っ

た
武
装
勢
力
か
ら
武
器
を
取
り
上
げ
、
指
揮
命
令
系
統
を
解
体
し
て

戦
闘
能
力
を
失
わ
せ
た
う
え
で
、
職
業
訓
練
を
施
す
な
ど
し
て
社
会

に
再
統
合
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
前
は
別
々
に
実
施
さ
れ

て
き
た
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
三
事
業
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
一
連
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
さ
れ
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
マ
ン
デ
ー
ト
に
も
盛

り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た＊＊

＊

。
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
実
施
形
態
は
紛
争
の
性
格

や
復
興
の
戦
略
に
対
応
し
て
多
様
で
あ
り
、
リ
ベ
リ
ア
の
第
二
次
内

戦
（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
三
年
）
で
は
Ｄ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
（
Ｄ
Ｄ
Ｒ
お
よ
び

社
会
復
帰Rehabilitation

）、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
周
辺
国
武
装

勢
力
に
対
す
る
作
戦
に
お
い
て
は
Ｄ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
（
Ｄ
Ｄ
Ｒ
お
よ
び
再

定
住resettlem

ent

・
帰
還repatriation

）
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ

て
い
る＊＊

＊

。

治
安
部
門
以
外
に
も
重
要
な
課
題
は
多
い
。
内
戦
に
よ
り
国
家
機

能
が
破
壊
さ
れ
た
紛
争
経
験
国
に
お
い
て
は
、
国
家
の
制
度
を
全
面

的
に
立
て
直
す
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ア
フ
リ
カ
の
場
合
、
紛

争
勃
発
以
前
の
制
度
が
そ
も
そ
も
十
分
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
も
多
い
。中
央
省
庁
の
能
力
開
発
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
）
や
、
地
方
行
政
機
構
の
改
革
・
構
築
は
、
近
年
の
開
発

援
助
の
重
要
な
案
件
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
こ
う
し
た
制
度
の

能
力
の
低
さ
や
機
能
麻
痺
が
紛
争
の
原
因
に
な
っ
た
と
い
う
問
題
意

識
が
あ
る＊＊

＊

。

正
当
な
国
家
権
力
確
立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
も
い
え
る
の
が
、
選

挙
で
あ
る
。
自
由
で
公
正
な
選
挙
を
経
て
成
立
し
た
国
家
権
力
は
、

国
民
の
信
を
受
け
て
お
り
、強
力
な
正
統
性
を
も
つ
。
そ
の
意
味
で
、

和
平
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
選
挙
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
、

そ
の
実
施
に
よ
っ
て
紛
争
か
ら
平
時
へ
の
移
行
が
完
了
し
た
と
み
な

さ
れ
る
。
国
際
社
会
は
、
選
挙
実
施
に
際
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
選
挙
資
金
を
提
供
し
、
準
備
を
手
伝
う
と
と

も
に
、
選
挙
監
視
団
を
派
遣
し
、
そ
の
正
統
性
を
評
価
す
る
。
そ
の
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与
は
拡
大
を
続
け
た
。
さ
ら
に
、
紛
争
解
決
と
平
和
構
築
に
向
け

て
、
国
連
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
機
関
、
諸
国
家
、
そ
し
て
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
多
様
な
形
態
を
と
っ
た
国
際
社
会
の
関
与
が
拡
大
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
世
界
各
地
の
紛
争
に
関
し
て
観
察
さ
れ

る
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
紛
争
が
頻
発
し
た
ア
フ
リ
カ
で
は
、
そ
の

解
決
に
向
け
た
国
際
社
会
の
動
き
も
目
立
っ
て
い
る
。

国
際
社
会
が
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
関
与
す
る
理
由
は
多
様
だ

が
、
あ
え
て
整
理
す
れ
ば
、
道
義
的
な
関
心
と
現
実
主
義
的
な
関
心

の
二
つ
に
区
分
で
き
る
。
カ
ー
は
国
際
政
治
が
「
つ
ね
に
力
の
政
治

で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
一
方
で
、
そ
れ
が
「
事
実
の
一
端
で
し

か
な
」
く
、「
い
か
に
制
約
を
受
け
る
も
の
で
あ
れ
、
…
…
そ
れ
に

対
し
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
共
通
の
諸
理
念
の
国
際
的
な
根
幹
と

言
い
得
る
も
の
が
存
在
す
る
」（
カ
ー 1996: 261

）
と
述
べ
て
、
国

際
道
義
の
存
在
を
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
諸
国
家
を
義
務
づ

け
て
い
る
国
際
的
な
道
徳
律
」
の
「
最
も
重
要
で
最
も
明
確
に
認
め

ら
れ
て
い
る
」
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
他
の
人
間
に
不
必
要
な

死
や
苦
し
み
を
さ
せ
な
い
義
務
」
を
あ
げ
た
（
カ
ー 1996: 285

）。

今
日
、
国
際
社
会
が
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
向
け
て
関
与
す
る
際

に
、
こ
の
「
義
務
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

た
だ
し
、
カ
ー
が
思
索
し
た
両
大
戦
間
期
と
今
日
を
比
べ
る
と
、

国
際
社
会
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
そ
の
構

成
体
が
顕
著
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
が
国
際
道
義
と
い
う
と

き
、そ
の
担
い
手
は
す
ぐ
れ
て
主
権
国
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日
、

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
向
け
た
国
際
道
義
の
担
い
手
は
主
権
国
家

に
限
ら
れ
な
い
。
先
進
各
国
が
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
が
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
機
関
や
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
和

平
交
渉
、
治
安
の
確
立
、
正
統
性
を
も
っ
た
国
づ
く
り
、
社
会
の
修

復
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
国
際
機
関
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
与
な
く

し
て
成
り
立
た
な
い
。
対
人
地
雷
廃
絶
に
向
け
た
オ
タ
ワ
・
プ
ロ
セ

ス
や「
紛
争
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」の
流
通
規
制
を
強
め
た
キ
ン
バ
リ
ー
・

プ
ロ
セ
ス
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
国
際
的
な
規

範
形
成
に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
る＊＊

＊

。
そ
し
て
、
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
国
際
機
関
も
、
道
義
的
関
心
を
正
面
に
掲
げ
て
活
動
を
行

う
の
が
常
で
あ
る
。

一
般
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
紛
争
解
決
や
平
和
構
築
で
は
、
イ
ラ
ク

や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
米
国
の
よ
う
な
主
導
的
大
国
が
存
在

せ
ず
、
国
際
機
関
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
が
大
き
い
。
こ
れ
は
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
が
戦
略
的
に
あ
ま
り
重
要
で
な
い
こ
と
の
裏
返
し
と
い

え
よ
う
。
こ
の
事
実
は
平
和
活
動
が
特
定
国
の
狭
義
の
国
益
に
従
属

し
な
い
メ
リ
ッ
ト
を
有
す
る
が
、
世
論
の
影
響
を
過
度
に
受
け
や
す

い
デ
メ
リ
ッ
ト
も
も
つ
。
メ
デ
ィ
ア
や
「
セ
レ
ブ
」（
有
名
人
）
が

も
つ
強
い
影
響
力
は
大
衆
動
員
に
効
果
的
だ
が
、
そ
れ
を
的
確
に
、

ま
た
持
続
的
に
平
和
構
築
に
向
け
て
投
入
で
き
る
か
ど
う
か
は
定
か

で
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
世
論
へ
の
対
応
に
囚
わ
れ
て
判
断
を

誤
っ
た
例
も
ま
た
、
少
な
く
な
い
の
で
あ
る＊＊

＊

。

会
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
実
和
解

委
員
会
は
紛
争
処
理
の
ツ
ー
ル
と
し
て
国
際
的
に
認
知
さ
れ
、
多
く

の
国
で
応
用
さ
れ
て
い
る
。

現
地
社
会
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
で
移
行
期
正
義
が
実
施
さ
れ
て
い

て
も
、
そ
れ
が
国
際
社
会
と
無
関
係
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
、
ル
ワ
ン
ダ
の
ガ
チ
ャ
チ
ャ
は
、
現
地
主
導
型
の
移
行
期
正
義

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
九
四
年
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

の
容
疑
者
を
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
知
見
を
利
用
し
て
裁
く
も
の
で
、

ル
ワ
ン
ダ
政
府
の
発
案
と
主
導
で
行
わ
れ
て
い
る＊＊

＊

。
た
だ
し
、
オ
ラ

ン
ダ
な
ど
い
く
つ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
ガ
チ
ャ
チ
ャ
に
対
し
て

資
金
援
助
を
与
え
て
お
り
、
ガ
チ
ャ
チ
ャ
も
国
際
的
な
支
援
と
承
認

を
受
け
て
進
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅳ　

関
与
の
理
由
と
評
価

前
章
で
は
、
紛
争
が
勃
発
し
た
あ
と
、
国
際
社
会
が
果
た
す
多
様

な
役
割
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
戦
闘
を
止
め
さ
せ
、
和
平
協
定
を
結

ば
せ
、
そ
の
履
行
を
監
視
・
支
援
し
、
国
づ
く
り
を
助
け
る
だ
け
で

な
く
、
紛
争
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
社
会
の
修
復
ま
で
国
際
社
会
は
支

援
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
こ
ま
で
、
国
際
社
会
は
紛
争
経
験

国
に
関
与
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
国
際
社
会
の
関
与
は
は
た

し
て
所
期
の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

１　

な
ぜ
関
与
す
る
の
か

武
力
紛
争
に
対
す
る
国
際
社
会
の
関
与
は
、
冷
戦
終
結
以
降
急
速

に
深
ま
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
冷
戦
終
結
に
起
因
す
る
国
際
社
会

の
構
造
変
化
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
連
は
国
際
紛
争
の
解
決
を
目

的
と
す
る
機
関
だ
が
、
国
際
社
会
の
構
造
変
化
が
安
保
理
の
行
動
を

大
き
く
変
え
た
。
発
展
途
上
国
の
武
力
紛
争
は
冷
戦
期
か
ら
頻
発
し

て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
米
ソ
の
代
理
戦
争
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の

が
多
く
、
国
連
が
紛
争
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
事
実
上
で
き
な

か
っ
た
。
対
立
す
る
米
ソ
が
安
保
理
で
拒
否
権
を
発
動
し
、
国
連
の

行
動
を
麻
痺
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
と
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
の

消
滅
に
よ
っ
て
、
安
保
理
の
恒
常
的
な
対
立
は
解
消
し
、
国
連
が
紛

争
解
決
に
取
り
組
む
条
件
が
整
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
変
化
を
受
け
て
、
国
連
の
紛
争
解
決
能
力
を
大
き

く
高
め
よ
う
と
し
た
の
が
、
一
九
九
二
～
九
六
年
に
事
務
総
長
を
務

め
た
ブ
ト
ロ
ス
・
ブ
ト
ロ
ス
＝
ガ
ー
リBoutros Boutros=Ghali

で
あ
っ
た
。
ガ
ー
リ
は
、
就
任
直
後
に
安
保
理
の
要
請
を
受
け
て
提

出
し
た
報
告
書
「
平
和
へ
の
課
題
」（U

nited N
ations 1992

）
に

お
い
て
、
予
防
外
交
、
平
和
創
造＊＊

＊

、
平
和
維
持
、
平
和
構
築
な
ど
、

国
連
の
平
和
活
動
に
関
す
る
概
念
を
整
理
し
、
そ
の
強
化
策
を
提
示

し
た
。
国
連
へ
の
期
待
は
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
ソ
マ
リ
ア
や
ル
ワ

ン
ダ
な
ど
で
い
っ
た
ん
蹉
跌
を
き
た
し
た
が
、
そ
の
後
も
国
連
の
関
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（
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
役
割
が
著
し
く
高
ま
っ
た
こ
と
に
対
応

し
て
い
る
。
ブ
レ
ア
政
権
は
、
そ
の
動
き
を
う
ま
く
利
用
し
て
自
国

の
利
益
に
繋
げ
た
と
い
え
よ
う
。

２　

関
与
の
評
価

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
に
対
す
る
国
際
社
会
の
関
与
は
、
ど
の
よ
う
に

評
価
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
は
た
し
て
そ
れ
は
、
紛
争
解
決
や
平
和
構

築
に
寄
与
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点
を
考
察
し
よ

う
。紛

争
当
事
者
間
を
仲
介
し
、
交
渉
を
促
し
て
、
停
戦
や
和
平
の
合

意
へ
と
導
く
作
業
に
は
、
国
際
社
会
の
貢
献
が
大
き
い
。
こ
う
し
た

役
割
に
は
中
立
的
な
第
三
者
が
適
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

れ
は
当
然
で
あ
る
。
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
促
す
こ
と
は
国
連
憲
章

で
い
え
ば
第
六
章
の
行
動
に
あ
た
り
、
紛
争
解
決
に
向
け
た
国
際
社

会
の
伝
統
的
な
役
割
と
い
え
よ
う
。

暴
力
の
抑
制
に
関
し
て
も
、
国
際
社
会
は
重
要
な
貢
献
を
し
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
紛
争
発
生
件
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
並
行
し
て
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
規
模
が
拡
大
し
、
平

和
維
持
を
目
的
と
す
る
多
国
籍
軍
の
派
遣
が
増
加
し
た
こ
と
は
先
に

述
べ
た
。
国
連
平
和
維
持
活
動
が
暴
力
の
抑
制
に
効
果
的
な
こ
と
は

先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
お
り
（D

oyle and Sam
banis 2000

）、
事

実
一
九
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ
、
二
〇
〇
三
～
〇
四
年
の
ダ
ル
フ
ー

ル＊＊
＊

な
ど
著
し
い
人
道
危
機
は
国
際
的
な
平
和
維
持
活
動
が
機
能
し

な
い
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
。
多
国
籍
軍
や
単
独
派
兵
に
よ
る
平

和
活
動
も
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
補
完
、
補
強
す
る
効
果
を
持
ち
う
る
。

二
〇
〇
〇
年
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
や
、
二
〇
〇
三
年
の
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
の
よ
う
に
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
手
に
余
る
状
況
に
陥
っ
た
場
合
で

も
、
前
者
の
ケ
ー
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
単
独
派
兵
、
後
者
の
ケ
ー
ス
で

は
Ｅ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
（
Ｅ
Ｕ
多
国
籍
軍
）
の
展
開
に
よ
っ
て
、
暴
力
の
拡

大
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
失
敗
の
経

験
を
経
た
あ
と
、
国
際
社
会
が
暴
力
の
激
発
を
抑
制
す
る
目
的
で
ア

フ
リ
カ
に
軍
事
的
展
開
を
実
行
し
た
際
に
は
、
一
定
程
度
そ
の
成
果

が
現
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う＊＊

＊

。

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
に
関
し
て
い
え
ば
、
停
戦
や
和
平
の
仲
介
、
そ

し
て
暴
力
の
抑
制
に
関
し
て
、
国
際
社
会
の
貢
献
は
そ
れ
な
り
に
評

価
で
き
る
。
し
か
し
、
他
の
平
和
構
築
の
課
題
、
す
な
わ
ち
正
当
な

国
家
権
力
の
確
立
と
分
裂
し
た
社
会
の
修
復
に
つ
い
て
は
、
国
際
社

会
の
関
与
が
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
な
し
て
い
る
か
、
あ
ま
り
明
確
な

評
価
を
下
せ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
紛
争
に
お
け
る
暴
力
を
抑
制
さ
せ

た
あ
と
で
、
平
和
の
確
立
の
た
め
国
際
社
会
が
関
与
を
継
続
す
る
こ

と
は
自
然
で
あ
り
、
ま
た
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
効
力
や

方
法
論
に
つ
い
て
は
な
お
未
知
な
点
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

直
面
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

正
当
な
国
家
権
力
の
確
立
過
程
に
お
い
て
は
、
新
た
に
導
入
し
た

統
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
に
関
わ
る
制
度
が
ど
の
程
度
根
付
き
、
機
能

他
方
、現
実
主
義
的
な
関
心
は
、と
く
に
主
権
国
家
の
行
動
に
と
っ

て
主
要
な
動
因
と
な
る
。
現
実
主
義
的
な
関
心
と
い
っ
て
も
そ
の
内

容
は
多
様
だ
が
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
へ
の
関
与
が
自
国
の
利
益

に
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
今
日
そ
こ
に
三
つ
の
態
様
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
国
益
で
あ
る
。
紛
争
解
決
に
関
わ

る
諸
事
業
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
当
該
国
の
復
興
過
程
に
自
国
の
権

益
を
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該

国
を
自
ら
の
勢
力
圏
に
と
ど
め
、
自
国
企
業
の
商
機
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
狭
義
の
国
益
を
確
保
す
る
動
機
に
も

と
づ
く
紛
争
解
決
へ
の
関
与
は
、
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
な
ど
、
旧
宗
主
国
の
行
動
に
典
型
例
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
資
源
が
豊
富
な
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
平
和
構
築

過
程
に
、
米
国
を
は
じ
め
先
進
国
が
積
極
的
な
の
も
、
同
様
の
観
点

で
捉
え
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
利
害
や
関
心
が
、
関
与

す
る
側
か
ら
公
言
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

第
二
に
、
安
全
保
障
上
の
懸
念
に
も
と
づ
く
関
与
で
あ
る
。
ア
フ

リ
カ
に
お
い
て
、
紛
争
が
長
引
き
混
乱
が
続
け
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
よ
う
に
国
際
的
な
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
な
り
か
ね
な
い
。
今

日
の
紛
争
解
決
へ
の
取
り
組
み
は
、
そ
う
し
た
事
態
の
予
防
措
置
と

い
う
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
事
件
以
降
、

米
国
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
、
こ
う
し
た
懸
念
と
対
策
の
必
要
性
を
公
言

す
る
よ
う
に
な
っ
た＊＊

＊

。
第
一
の
国
益
が
一
国
主
義
的
な
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
の
一
環

と
い
う
性
格
を
も
つ
。

第
三
に
、
国
際
道
義
を
主
導
す
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に
お
け

る
自
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ブ
レ

ア
（T

ony Blair

）
政
権
下
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ

た
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
と
貧
困
は
、
今
日
国
際
的
な
課
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
関
心
を
高
め
る
よ
う
計
画
さ
れ
た
側
面
も
あ
る
。
ブ
レ
ア

は
、
一
九
九
七
年
の
政
権
発
足
時
に
海
外
援
助
を
担
当
す
る
Ｄ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
（
国
際
開
発
省
）
を
立
ち
上
げ
、
ア
フ
リ
カ
向
け
援
助
を
大
幅
に

増
額
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ア
フ
リ
カ
に
関
心
を
も
つ
「
セ
レ

ブ
」
と
協
働
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
削
減
や
紛
争
解
決
に
向
け
た

世
論
形
成
に
努
め
た
。
紛
争
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
流
通
規
制
（
キ
ン
バ

リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
）
の
よ
う
に
、
ブ
レ
ア
が
サ
ミ
ッ
ト
に
持
ち
込
ん

だ
こ
と
で
合
意
へ
の
筋
道
が
つ
い
た
も
の
も
あ
る＊＊

＊

。
ブ
レ
ア
が
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て
推
進
し
た
「
セ
レ
ブ
人
道
主
義
」（Porteous 

2008: 97

）
の
効
力
は
大
き
く
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心
を
世
界
的
に

高
め
た＊＊

＊

。
イ
ギ
リ
ス
は
対
ア
フ
リ
カ
国
際
支
援
を
主
導
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
国
の
援
助
政
策
の
影
響
力
を
強
め
た
の
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
向
け
た
近
年
の
国
際
社
会
の
行
動
に
お

い
て
は
、
国
際
道
義
が
強
調
さ
れ
、
一
国
主
義
的
な
国
益
が
正
面
か

ら
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
が
も
つ
人

道
的
悲
惨
さ
に
負
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
国
際
社
会
の
構
成
体
が
多

様
化
し
、
紛
争
解
決
の
過
程
に
お
け
る
主
権
国
家
以
外
の
ア
ク
タ
ー
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可
能
で
あ
り
、
ま
た
持
続
的
な
の
だ
ろ
う
か
。
説
得
的
な
答
え
は
、

ま
だ
出
て
い
な
い
。
ま
た
、
移
植
し
た
制
度
の
定
着
に
ど
の
く
ら
い

の
時
間
を
要
す
る
の
か
、
い
つ
ま
で
国
際
社
会
は
関
与
を
続
け
る
の

か
と
い
う
問
い
に
も
、
確
た
る
答
え
は
な
い＊＊

＊

。
ア
フ
リ
カ
土
着
の
制

度
を
活
か
す
と
い
う
答
え
は
誰
も
が
思
い
つ
く
が
、
具
体
的
に
何
を

ど
う
活
か
す
の
か
と
い
う
成
功
例
は
依
然
と
し
て
乏
し
い＊＊

＊

。

第
二
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
移
行
期
に
国
家
権
力
の
中
枢
を
占
め

る
勢
力
と
、
国
際
社
会
と
の
関
係
で
あ
る
。
一
般
に
、
ア
フ
リ
カ
の

紛
争
は
統
治
に
関
わ
る
問
題
に
由
来
し
、
国
民
か
ら
み
て
政
権
担
当

者
の
正
統
性
が
低
い
。
し
か
し
、
圧
倒
的
な
リ
ソ
ー
ス
と
権
威
を
有

す
る
国
際
社
会
が
紛
争
に
介
入
し
、
和
平
協
定
を
仲
介
す
る
と
き
、

移
行
期
に
政
権
中
枢
を
担
う
勢
力
は
、
特
権
的
な
立
場
を
獲
得
す

る
。
国
際
社
会
は
、
移
行
期
に
お
け
る
政
治
的
安
定
を
重
視
し
て
、

政
権
担
当
勢
力
を
事
実
上
優
遇
す
る
か
ら
で
あ
る
。
国
際
社
会
の
平

和
構
築
過
程
へ
の
関
与
は
、
ま
っ
た
く
の
中
立
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
政
権
担
当
勢
力
に
対
す
る
て
こ
入
れ
と
、
そ
の
反
民
主
主
義
的

性
格
の
是
正
を
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
た
が（Guttieri 

and Piom
bo 2007

）、
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
こ
の
問
題
は
よ
り
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
に
な
り
う
る
。

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
移
行
過
程
を
例
に
取
ろ
う
（
武
内 

2008a

）。
二
〇
〇
二
年
に
結
ば
れ
た
和
平
協
定
で
は
、
八
つ
の
武

装
勢
力
間
で
権
力
分
有
が
実
施
さ
れ
、
と
く
に
内
戦
中
の
政
府
側
、

二
つ
の
有
力
な
武
装
勢
力
、
そ
し
て
文
民
野
党
勢
力
に
は
、
閣
僚
ポ

ス
ト
や
国
会
議
席
な
ど
で
ま
っ
た
く
同
数
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
た

だ
し
、移
行
期
の
大
統
領
職
に
は
内
戦
前
の
大
統
領
カ
ビ
ラ（Joséph 

K
abila

）
が
横
滑
り
し
（
す
な
わ
ち
、
内
戦
中
の
政
府
側
勢
力
が
そ
の

ポ
ス
ト
を
握
り
）、
副
大
統
領
職
を
有
力
四
グ
ル
ー
プ
で
分
け
合
っ

た
。
和
平
協
定
が
結
ば
れ
た
時
点
で
、
カ
ビ
ラ
大
統
領
派
が
国
民
か

ら
極
立
っ
て
強
い
支
持
を
得
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
移
行
政
権
期
と
選
挙
に
お
い
て
大
統
領
派
は
国
際
社
会
と

の
良
好
な
関
係
に
も
と
づ
い
て
勢
力
拡
大
に
成
功
す
る
。
野
党
側
は

選
挙
の
際
、
国
際
社
会
が
カ
ビ
ラ
大
統
領
派
を
優
遇
し
て
い
る
と
し

て
排
外
主
義
に
訴
え
た
が
敗
北
し
た
。
選
挙
に
勝
利
し
て
正
式
に
大

統
領
の
座
に
つ
い
た
カ
ビ
ラ
は
強
権
化
傾
向
を
強
め
て
お
り
、
和
平

プ
ロ
セ
ス
の
結
果
、
結
局
内
戦
前
と
同
様
の
、
強
権
的
で
腐
敗
し
た

政
治
経
済
体
制
を
創
り
出
し
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

声
す
ら
聞
か
れ
る
（Englebert and T

ull 2008: 112

）。

利
用
可
能
な
リ
ソ
ー
ス
や
正
統
性
が
圧
倒
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

国
際
社
会
は
ア
フ
リ
カ
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
深
く
関
与
す
る
。
ア
フ

リ
カ
側
の
ど
の
政
治
主
体
に
と
っ
て
も
国
際
社
会
を
権
力
確
立
の
た

め
に
利
用
す
る
誘
因
は
強
い
が
、
そ
の
た
め
の
条
件
は
平
等
で
は
な

い
。
政
治
的
安
定
を
考
慮
す
る
国
際
社
会
は
、
政
権
の
中
枢
を
担
う

勢
力
を
支
援
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
勢
力
は
国
際
社
会
と
深
い
関

係
を
結
び
、
そ
の
資
源
を
利
用
す
る
う
え
で
、
有
利
な
位
置
に
あ
る
。

和
平
協
定
締
結
時
に「
た
ま
た
ま
」政
権
を
担
当
し
て
い
た
彼
ら
が
、

し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
が
問
わ
れ
る
。
し
か
し
、
和
平
協
定
の
締

結
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
も
、
依
然
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
が

み
ら
れ
な
い
と
い
う
報
告
は
少
な
く
な
い＊＊

＊

。
国
民
和
解
の
進
展
に
つ

い
て
も
、
楽
観
的
な
報
告
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
い
。
国
際
的
な
刑
事

裁
判
所
に
し
て
も
、
ロ
ー
カ
ル
な
裁
判
に
し
て
も
、
裁
き
が
和
解
に

繋
が
る
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
う
え
に
、
裁
判
が
し
ば
し
ば
政
治
性

を
帯
び
る
（
望
月 2008; 
武
内 2008b

）。
民
主
主
義
の
不
可
欠
の

要
素
と
さ
れ
る
選
挙
が
、
社
会
の
亀
裂
を
深
め
て
い
る
と
の
指
摘
も

あ
る
（
舩
田
ク
ラ
ー
セ
ン 2008
）。

国
家
機
構
の
確
立
や
国
民
和
解
に
は
時
間
が
か
か
り
、
す
ぐ
に
成

果
が
上
が
る
も
の
で
は
な
い
。
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
そ
れ

ほ
ど
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
現
状
で
は
、
評
価
が
そ
も
そ
も
困
難

な
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
ん
に
時
間
的
な
問
題
だ
け
で

は
な
い
。
交
渉
の
仲
介
や
暴
力
の
抑
制
が
、
紛
争
か
ら
平
和
な
社
会

へ
移
行
す
る
た
め
の
前
提
に
関
わ
る
行
動
で
あ
る
の
に
対
し
、
正
当

な
国
家
権
力
の
確
立
や
社
会
の
修
復
は
、
紛
争
経
験
国
の
国
家
建
設

そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
国
際
社
会
と
い
う
外
部
の
ア
ク
タ
ー
が

関
与
す
る
と
き
、
つ
ね
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
―
―
そ
の
意
味

で
、構
造
的
な
―
―
ア
ポ
リ
ア
（
難
題
）
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ア
ポ
リ
ア
は
、
関
与
す
る
国
際
社
会
と
関
与
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
諸

国
と
の
非
対
称
性
に
由
来
す
る
。
紛
争
解
決
と
平
和
構
築
に
関
し
て

い
え
ば
、
軍
事
力
、
資
金
、
技
術
等
の
リ
ソ
ー
ス
か
ら
規
範
の
正
統

性
に
い
た
る
ま
で
、
国
際
社
会
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
比
べ
て
圧
倒
的

な
優
位
性
を
も
っ
て
い
る
。
逆
説
的
で
あ
る
が
、
正
当
な
国
家
権
力

の
確
立
や
社
会
の
修
復
に
関
与
す
る
う
え
で
の
困
難
性
に
は
、
そ
う

し
た
国
際
社
会
と
紛
争
経
験
国
と
の
非
対
称
的
な
関
係
に
由
来
す
る

も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
制
度
の
移
植
と
特
定
勢
力
の
特
権
化
と

い
う
問
題
を
あ
げ
た
い
。

平
和
構
築
の
過
程
で
は
、
た
ん
に
旧
来
の
制
度
を
再
興
す
る
の
で

は
な
く
、
紛
争
要
因
に
配
慮
し
た
新
た
な
制
度
を
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
国
際
社
会
が
平
和
構
築
に
深
く
関
与
す
る

今
日
の
状
況
下
に
お
い
て
、
導
入
さ
れ
る
制
度
は
関
与
す
る
側
の

影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
パ
リ
ス
は
、
今
日
の
平
和
構
築
に

お
い
て
国
際
社
会
が
導
入
す
る
施
策
が
、
自
由
民
主
主
義
（
リ
ベ
ラ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
思
想
に
立
脚
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
（Paris 

2004

）。
自
由
民
主
主
義
は
欧
米
先
進
国
の
共
通
の
価
値
観
で
あ
り
、

冷
戦
終
結
に
よ
っ
て
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
が
消
滅
し
た
後
は
、
世
界
で
比

類
な
き
有
力
な
価
値
観
に
な
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
に
関
与
す
る

国
際
社
会
を
想
定
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
中
心
を
占
め
る
の
は
欧
米

の
ア
ク
タ
ー
（
国
家
、
組
織
、
個
人
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
価
値
観

や
制
度
が
普
遍
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
移
植
さ
れ
る
。

今
日
国
際
社
会
は
、
持
続
的
な
平
和
を
創
り
出
す
た
め
に
自
由
な

政
治
経
済
体
制
を
確
立
す
る
と
い
う
発
想
に
も
と
づ
い
て
、
紛
争
後

の
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
関
与
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
欧
米
の
歴
史

と
文
化
の
な
か
で
成
立
し
た
制
度
を
ア
フ
リ
カ
に
移
植
す
る
こ
と

で
、
平
和
を
持
続
さ
せ
る
発
想
で
あ
る
。
こ
の
移
植
は
、
ど
の
程
度
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続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

◉
注

＊
１　

こ
の
報
告
書
で
分
析
の
焦
点
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
に
あ
て

ら
れ
た
。
本
稿
も
分
析
対
象
を
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
に
絞
り
、
以

下
で
「
ア
フ
リ
カ
」
と
い
う
場
合
に
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国

を
指
す
。

＊
２　

近
年
日
本
で
上
映
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
た
映
画
と
し
て
、『
ホ
テ

ル
・
ル
ワ
ン
ダ
』（
二
〇
〇
六
年
）
や
『
ブ
ラ
ッ
ド
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

（
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
前
者
は
ル
ワ
ン
ダ
、
後
者
は
シ
エ
ラ
レ

オ
ネ
の
紛
争
を
題
材
に
し
て
い
る
。

＊
３　

本
稿
で
は
、「
国
際
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
頻
出
す
る
。
こ
こ
で
い

う
国
際
社
会
と
は
、
価
値
観
や
目
標
が
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
、
一
定
の

秩
序
と
そ
れ
を
担
保
す
る
制
度
が
存
在
す
る
国
際
的
な
主
体
間
関
係
と

捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ブ
ル
（2000

）
の
捉
え
方
に
も
と
づ
い
て
い

る
。
た
だ
し
、
ブ
ル
は
国
際
社
会
の
構
成
体
と
し
て
、
主
権
国
家
が
圧

倒
的
に
重
要
だ
と
考
え
た
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
へ
の
関
与
に
つ
い

て
考
え
る
本
稿
で
は
、
国
家
以
外
の
ア
ク
タ
ー
、
す
な
わ
ち
国
際
機
関

や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
ま
た
、
重
要
な
構
成
要
素
だ
と
考
え
る
。
ア
フ
リ
カ

の
紛
争
解
決
に
関
与
す
る
国
際
社
会
を
想
定
す
る
場
合
、
欧
米
の
国
家

（
政
府
）
や
非
国
家
主
体
（
た
と
え
ば
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
中
心
に
あ
っ
て
、
強

い
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
。

＊
４　

一
九
九
一
年
に
バ
ー
レ
（Siad Barre

）
政
権
が
崩
壊
し
た
あ
と
、

無
政
府
状
態
に
陥
っ
た
ソ
マ
リ
ア
で
は
、
天
候
不
順
と
も
相
ま
っ
て
、

飢
餓
状
態
が
蔓
延
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
九
二
年
に
米
国
を
中
心

と
し
た
多
国
籍
軍
が
人
道
支
援
と
治
安
の
確
立
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
、

事
態
の
改
善
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
に
任
務
を
引
き
継
い
だ
国

連
平
和
維
持
軍
は
、
現
地
勢
力
と
衝
突
し
て
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
。

国
連
平
和
維
持
軍
の
指
揮
下
に
入
ら
ず
展
開
し
た
米
国
軍
に
犠
牲
者
が

出
る
に
及
ん
で
、当
時
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
部
隊
の
撤
収
を
決
定
し
、

平
和
維
持
軍
も
目
的
を
達
成
し
な
い
ま
ま
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ル
ワ
ン
ダ
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
後
述
す
る
。

＊
５　

Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｐ
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
で
は
、紛
争
は
「
統
治
（governm

ent

）

あ
る
い
は
領
域
（territory

）
に
関
す
る
競
合
す
る
対
立
で
、
そ
の
少

な
く
と
も
一
方
が
一
国
の
政
府
で
あ
り
、
武
力
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も

二
五
名
の
戦
闘
関
連
犠
牲
者
が
出
た
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
紛

争
強
度
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
に
お
け
る
戦
闘
関
連
犠
牲
者
数
が
二
五

～
九
九
九
人
で
あ
れ
ば
「
弱
」、
一
〇
〇
〇
人
以
上
で
あ
れ
ば
「
強
」
と

評
価
さ
れ
る
。

＊
６　

紛
争
が
武
力
で
決
着
し
た
か
、
交
渉
に
よ
っ
て
終
わ
っ
た
か
と
い

う
評
価
を
、
明
確
に
つ
け
が
た
い
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
紛
争
を

続
け
る
余
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、外
部
仲
介
者
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ

ヴ
で
和
平
協
定
が
結
ば
れ
た
場
合
、
交
渉
で
終
結
し
た
と
み
な
し
た
。

紛
争
の
終
わ
り
方
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｐ
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に

含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、表
２
で
は
、筆
者
の
判
断
で
選
択
、分
類
し
た
。

＊
７　

た
だ
し
、
ア
ル
ー
シ
ャ
和
平
協
定
は
、
結
局
効
力
を
発
揮
し
な
か
っ

た
。
ル
ワ
ン
ダ
の
政
権
内
急
進
派
の
妨
害
で
実
行
に
移
さ
れ
な
い
ま
ま
、

大
統
領
暗
殺
事
件
を
き
っ
か
け
に
大
虐
殺
と
内
戦
再
発
に
い
た
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

＊
８　

二
〇
〇
二
年
二
～
四
月
、
ム
ベ
キ
大
統
領
は
、
自
国
の
リ
ゾ
ー
ト

地
サ
ン
シ
テ
ィ
（Sun City

）
に
三
六
七
人
の
コ
ン
ゴ
人
政
治
家
を
招

き
、
二
ヵ
月
に
わ
た
る
徹
底
的
な
話
し
合
い
の
場
を
提
供
し
た
。
こ
う

国
際
社
会
を
利
用
し
や
す
い
立
場
を
獲
得
で
き
る
。
国
際
社
会
の
関

与
が
、
そ
の
圧
倒
的
な
権
威
と
リ
ソ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
国
民
か
ら
み

て
そ
れ
ほ
ど
正
統
性
の
高
く
な
い
勢
力
を
特
権
化
す
る
な
ら
、
そ
う

し
て
得
ら
れ
た
政
治
的
安
定
は
い
っ
た
い
ど
の
程
度
持
続
可
能
な
の

だ
ろ
う
か
。
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
東
部
で
二
〇
〇
七
年
以
降
再
燃
し

た
紛
争
は
、
国
際
社
会
に
と
っ
て
暗
い
予
兆
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

む
す
び
に
か
え
て

冷
戦
終
結
以
降
、
国
際
社
会
が
武
力
紛
争
の
解
決
に
向
け
て
関
与

を
深
め
、
そ
れ
と
と
も
に
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
や
紛
争
解
決
が
世
界
的

な
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
の
紛
争

が
、
と
き
に
先
進
国
の
政
府
や
企
業
に
利
用
さ
れ
、
と
き
に
無
関
心

の
う
ち
に
放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
近
年
の
国
際
社
会

の
動
き
は
基
本
的
に
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
関

与
に
際
し
て
国
際
道
義
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
、
一
国
主
義
的
な
現

実
主
義
が
支
配
し
て
き
た
従
来
の
国
際
政
治
を
考
え
れ
ば
画
期
的
な

こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
を
整
理
し
、
そ
れ
を
前

向
き
に
捉
え
た
う
え
で
、
そ
こ
に
お
け
る
問
題
点
や
構
造
的
な
難
題

を
指
摘
し
た
。

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
へ
の
道
義
的
関
心
が
顕
著
に
高
ま
り
、
そ
の
解

決
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
活
発
化
す
る
こ
と
は
評
価
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
道
義
に
立
脚
す
る
関
心
は
、
膨
大
な
大
衆

動
員
を
可
能
に
す
る
一
方
で
、
持
続
性
に
乏
し
い
。
ア
フ
リ
カ
の
紛

争
は
国
家
形
成
過
程
に
構
造
的
要
因
を
も
つ
根
深
い
問
題
で
あ
り
、

長
期
的
か
つ
根
本
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
軍
事
的
展
開
に
よ
っ

て
暴
力
の
激
発
を
抑
え
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
は
「
止
血
」
で

あ
っ
て
、
根
本
的
な
対
応
で
は
な
い
。

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
は
国
家
統
治
の
問
題
に
由
来
し
、
再
発
を
防
ぐ

に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
近
年
の

議
論
で
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
。
国
際
社
会
は
今
日
、
紛
争
経
験
国

の
国
家
建
設
に
関
与
す
る
こ
と
で
、「
止
血
」
の
み
な
ら
ず
「
根
治

療
法
」
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
前
例
の

な
い
試
み
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
側
の
主
体
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
外

部
か
ら
い
か
な
る
関
与
が
可
能
な
の
か
。
試
行
錯
誤
の
中
か
ら
模
索

す
る
し
か
な
い
が
、
そ
れ
に
は
な
お
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

ア
フ
リ
カ
な
ど
の
紛
争
に
対
し
、
国
際
社
会
が
道
義
的
関
心
を
前

面
に
立
て
て
解
決
の
た
め
に
関
与
す
る
と
い
う
現
在
の
動
き
は
、
ウ

エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
体
制
の
根
幹
を
な
し
た
内
政
不
干
渉
原
則
の
大
き

な
転
換
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
無
理
や
矛
盾
が
生
じ
る
の

は
、
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
を
解
決
に
導
き
、
人

道
的
悲
惨
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
な
制
度
を
構
築
し
、
そ
し
て
傷

つ
い
た
社
会
を
修
復
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
誰
に
も
異
論
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
簡
便
な
解
決
策
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
も
ま

た
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
国
際
社
会
は
、
当
分
の
間
試
行
錯
誤
を
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コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
）
東
部
に
逃
れ
た
難
民
に
対
す
る
緊
急
人
道
援
助

で
あ
ろ
う
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
膨
大
な
数
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
が
押
し
寄

せ
、
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
て
犠
牲
者
が
続
出
す
る
映
像
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

で
流
れ
る
と
、
世
界
的
に
関
心
が
高
ま
っ
て
援
助
が
集
中
豪
雨
的
に
供

与
さ
れ
た
。
多
数
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
現
地
入
り
し
、
日
本
を
含
め
八
ヵ

国
が
人
道
支
援
の
た
め
に
国
軍
を
送
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
難
民
の
な

か
に
は
、
ル
ワ
ン
ダ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
責
任
を
負
う
政
治
指
導
者
が

含
ま
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
武
器
を
も
っ
た
ま
ま
隣
国
の
難
民
キ
ャ
ン

プ
に
流
入
し
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
ル
ワ
ン
ダ
本
国
に
越
境
攻
撃
を
仕

掛
け
て
い
た
。
し
か
し
、
国
際
社
会
は
難
民
の
武
装
解
除
に
手
を
つ
け

な
い
ま
ま
、
人
道
援
助
の
供
与
を
続
け
た
。
結
果
的
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
に
責
任
の
あ
る
武
装
勢
力
が
、
国
際
社
会
の
人
道
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
ル
ワ
ン
ダ
に
越
境
攻
撃
を
繰
り
返
す
と
い
う
倒
錯
し
た
状
況
が
現

出
し
た
の
で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
、
武
内
（2006

）
参
照
。

＊
21　

米
国
は
、
九
・
一
一
事
件
の
一
年
後
に
発
表
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障

戦
略
に
お
い
て
、
地
域
紛
争
の
抑
止
や
ア
フ
リ
カ
の
脆
弱
国
家
へ
の
対

応
の
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
（U

nited States of A
m

erica 2002

）。

二
〇
〇
三
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
の
安
全
保
障
戦
略
で
も
、
同
様
の
認

識
が
み
ら
れ
る
（European U

nion 2003

）。

＊
22　

紛
争
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
流
通
規
制
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
イ
ッ
ト

ネ
ス
」（Global W
itness

）
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
き

た
が
、
こ
れ
を
二
〇
〇
〇
年
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
取
り
上
げ
、

実
現
へ
の
道
筋
を
付
け
た
の
は
ブ
レ
ア
で
あ
る
。

＊
23　

ブ
レ
ア
は
芸
能
界
の
有
名
人
と
も
関
係
が
深
く
、
二
〇
〇
四
年
に

自
ら
議
長
と
な
っ
て
設
立
し
た
「
ア
フ
リ
カ
委
員
会
」（Com

m
ission 

for A
frica

）
に
は
、
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
ボ
ブ
・
ゲ
ル
ド
フ
が
参
加
し
て

い
る
。

＊
24　

ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
は
今
日
な
お
継
続
し
て
い
る
が
、
殺
戮
に
よ
る

犠
牲
者
数
は
二
〇
〇
三
～
〇
四
年
が
突
出
し
て
多
か
っ
た
（Flint and 

de W
aal 2008: 151

）。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｕ
や
国
連
が
本
格
的
に
平
和
維

持
活
動
を
行
う
以
前
の
段
階
で
あ
る
。

＊
25　

も
ち
ろ
ん
、
国
際
社
会
が
暴
力
抑
制
に
万
能
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
Ａ
Ｕ
が
平
和
維
持
軍
（
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
）
を
送
っ
た
ソ
マ
リ
ア
や
、

国
連
と
Ａ
Ｕ
の
合
同
平
和
維
持
軍
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
）
が
展
開
し
て
い

る
ス
ー
ダ
ン
（
ダ
ル
フ
ー
ル
）
で
暴
力
は
や
ん
で
い
な
い
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
当
初
予
定
し
た
レ
ベ
ル
の
展
開
が
で
き
て
い
な

い
。
ま
た
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
例
が
反
証
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
国
連
平
和
維
持
部
隊
を
大
幅
に
増
強
し
、

多
国
籍
軍
を
二
度
派
遣
し
て
暴
力
の
抑
制
に
一
度
は
成
功
し
た
が
、

二
〇
〇
七
年
以
降
東
部
で
紛
争
が
再
燃
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
制
度
構

築
や
国
民
和
解
の
失
敗
が
暴
力
へ
の
回
帰
を
生
ん
だ
ケ
ー
ス
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

＊
26　

た
と
え
ば
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
お
い
て
は
、
経
済
運
営
が
改

善
せ
ず
、
汚
職
の
蔓
延
も
改
ま
ら
な
い
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
は
Ｉ

Ｍ
Ｆ
が
融
資
を
停
止
す
る
事
態
に
い
た
っ
た
（A

frica Confidential 

二
〇
〇
七
年
九
月
七
日
付
）。

＊
27　

一
九
九
二
年
以
来
複
数
政
党
制
を
導
入
し
、
自
由
で
競
争
的
な
選

挙
が
根
付
い
た
と
み
ら
れ
て
き
た
ケ
ニ
ア
で
も
、
二
〇
〇
七
年
末
の
大

統
領
選
挙
を
き
っ
か
け
に
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
規
模
の
犠
牲
者
を
出

す
内
乱
状
態
に
陥
っ
た
。
制
度
定
着
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か

か
る
の
か
、
制
度
が
定
着
し
た
と
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
判
断
で
き
る
の

か
も
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

し
た
議
論
の
末
、
同
年
一
二
月
に
国
内
諸
勢
力
間
で
プ
レ
ト
リ
ア
合
意

が
成
立
し
た
。
く
わ
し
く
は
、
武
内
（2008a

）
参
照
。

＊
９　

一
九
九
二
年
に
ガ
ー
リ
国
連
事
務
総
長
は
『
平
和
へ
の
課
題
』

（U
nited N

ations 1992

）
を
発
表
し
、
そ
の
な
か
で
悪
化
し
た
治
安

状
況
下
で
治
安
確
立
に
従
事
す
る
「
平
和
執
行
」
部
隊
の
構
想
を
示
し

た
。
し
か
し
、
ソ
マ
リ
ア
の
経
験
に
よ
っ
て
そ
の
構
想
の
問
題
点
が
露

わ
に
な
り
、三
年
後
に
発
表
し
た
『
平
和
へ
の
課
題
』
追
補
版
（U

nited 
N

ations 1995

）
で
は
、
そ
れ
を
「
非
現
実
的
」
だ
と
し
て
事
実
上
撤

回
し
た
。

＊
10　

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
対
し
て
は
、
東
部
の
イ
ト
ゥ
リ
情
勢
が
悪

化
し
た
際
（
二
〇
〇
三
年
）
と
選
挙
時
（
二
〇
〇
六
年
）
に
Ｅ
Ｕ
Ｆ
Ｏ

Ｒ
が
派
遣
さ
れ
た
。
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
は
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
部
隊
が

人
質
に
と
ら
れ
る
な
ど
、
情
勢
が
極
度
に
不
安
定
化
し
た
二
〇
〇
〇
年

に
イ
ギ
リ
ス
軍
が
投
入
さ
れ
、
事
態
の
改
善
に
貢
献
し
た
。

＊
11　

国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
マ
ン
デ
ー
ト
に
最
初
に
Ｄ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
言
葉
が
盛

り
込
ま
れ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｉ
Ｌ
（
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
）
で
あ
っ
た
（
山
根 2008

）。

＊
12　

リ
ベ
リ
ア
に
つ
い
て
は
山
根
（2008

）、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
つ

い
て
は
武
内
（2008a

）
を
参
照
の
こ
と
。

＊
13　

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
地
方
制
度
改
革
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
開
発
援
助

省
（
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
の
積
極
的
な
支
援
の
背
景
に
同
様
の
問
題
意
識
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
落
合
（2008

）
を
参
照
。

＊
14　

紛
争
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
社
会
の
修
復
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
経

済
発
展
を
目
指
す
通
常
の
開
発
援
助
で
あ
っ
て
も
、
紛
争
経
験
国
に
供

与
さ
れ
る
場
合
は
、
間
接
的
に
同
様
の
目
的
を
有
す
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
は
、
国
民
和
解
と
い
う
紛
争
後
社
会
に
固
有
の
取
り
組
み

に
絞
っ
て
概
観
す
る
。

＊
15　

い
ず
れ
も
裁
判
所
の
設
置
に
関
す
る
安
保
理
決
議
（
ル
ワ
ン
ダ

に
つ
い
て
は
安
保
理
決
議
九
五
五
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
に
つ
い
て
は
同

一
三
一
五
）
の
前
文
に
、
国
際
人
道
法
の
深
刻
な
侵
害
に
関
わ
っ
た
犯

罪
者
を
訴
追
す
る
こ
と
が
、「
国
民
和
解
の
過
程
お
よ
び
平
和
の
再
興
と

維
持
に
資
す
る
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

＊
16　

同
じ
国
際
的
な
刑
事
裁
判
所
と
は
い
え
、
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ

Ｃ
Ｃ
）
の
設
立
規
程
（
ロ
ー
マ
規
程　

一
九
九
八
年
）
に
は
こ
う
し
た

目
的
が
な
く
、
犯
罪
の
再
発
を
防
ぐ
目
的
が
言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
現
在
、
ア
フ
リ
カ
四
ヵ
国
（
コ

ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、
ス
ー
ダ
ン
、
ウ
ガ
ン
ダ
）
の
事

案
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
行
動
は
当
該
国
の
平
和
の
維
持
や
国
民
和

解
を
原
則
的
に
は
考
慮
す
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

＊
17　

ル
ワ
ン
ダ
政
府
は
、
ガ
チ
ャ
チ
ャ
に
よ
っ
て
国
民
和
解
を
進
め
る

と
い
う
意
図
を
も
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、ガ
チ
ャ
チ
ャ
に
よ
っ
て
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
容
疑
者
を
裁
く
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が
、
ド
ナ
ー
に
よ
っ

て
示
唆
さ
れ
た
も
の
と
主
張
す
る
論
者
も
い
る
（O

om
en 2005

）。

＊
18 “peace m

aking ”

の
訳
。
国
連
憲
法
第
六
章
で
想
定
さ
れ
て
い
る
平

和
的
手
段
を
通
じ
て
、
敵
対
す
る
当
事
者
間
に
合
意
を
取
り
付
け
る
こ

と
。
和
平
交
渉
の
仲
介
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。

＊
19　

対
人
地
雷
廃
絶
の
た
め
の
オ
タ
ワ
・
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
役
割
に
つ
い
て
は
西
谷
（2007

）
を
、
紛
争
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
取
引
規

制
の
た
め
の
キ
ン
バ
リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
に
つ
い
て

は
西
元
（2008

）
を
参
照
の
こ
と
。

＊
20　

最
も
よ
く
知
ら
れ
た
例
は
、
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
の
後
ザ
イ
ー
ル
（
現
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た
と
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
側
の
主
導
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
和

解
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
ル
ワ
ン
ダ
の
ガ
チ
ャ
チ
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が
あ
る
が
、
こ
れ
を
成

功
と
呼
ぶ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
留
保
が
必
要
で
あ
る
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く
わ
し
く
は
武
内

（2008b
）
参
照
。
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